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 本説明書に記載した内容には、現在検討中のものも含まれるため、本プロポーザルのみの

設定条件とし、将来の業務（設計）実施の条件となるものではありません。 

 

１ 件名   次世代消防業務システム設計・導入業務委託 

 

２ 履行期限 契約締結日から令和８年３月 31日まで 

 

３ 履行場所 横浜市消防局総務課 

 

４ 業務目的 

横浜市消防局では平成 27 年 10 月から現行の消防業務支援システム（NEFOAP）を導入

していますが、Microsoft Edge に対応していない、32bit 版 Officeソフトの使用、サー

バ OSのサポート期限（令和９年１月）が迫っているなどの課題があるため、次世代消防

業務システムへの刷新を計画し、「次世代消防業務システム基本方針」を策定しました。 

令和７年度から本委託にて構築を開始する新システムでは、総務省消防庁で推進する

消防業務システムの標準化とクラウド活用を踏まえ、横浜市の施策として推進している

「場所を選ばず業務を行う運用」の達成を目指し、現場のデジタルデバイスと連携した DX

の推進やユーザビリティの改善を行い、事務処理の効率化を図ります。 

 

５ 業務範囲 

本業務では次世代消防業務システム及び消防通信指令システム等他システムと連携す

るための中継サーバ、現行 GISシステムの縮小版（以下、「GIS mini」という。）の設計・

導入業務を対象とします。なお、中継サーバに関する機器の調達は含みません。 

次世代消防業務システム導入後の関連業務・システムを含めた全体像は次の図のとお

りです。 

 

  



 

 

６ 業務概要 

(1) 要件定義 

委託者の仕様要望と当局職員へのヒアリング等をふまえて要件定義を行い、「次世代

消防業務システム要件定義書」及び使用した資料やヒアリング内容との対応を示した

トレーサビリティ表を作成する。 

(2) 基本設計 

「次世代消防業務システム要件定義書」等の内容に基づき基本設計を行い、「次世代

消防業務システム基本設計書」及び使用した資料内容との対応を示したトレーサビリ

ティ表を作成する。 

(3) 詳細設計 

「次世代消防業務システム基本設計書」等の内容に基づき詳細設計を行い、「次世代

消防業務システム詳細設計書」及び使用した資料内容との対応を示したトレーサビリ

ティ表を作成する。 

(4) 機器等賃貸借（購入）仕様書案作成 

一般競争入札に適した、中継サーバ機器、査察業務用のモバイル端末・モバイルプリ

ンタの調達仕様書案等の資料として「機器等賃貸借（購入）仕様書」を作成する。 

(5) 開発環境構築 

「次世代消防業務システム詳細設計書」等の内容に基づき、開発環境の構築を開始す

る。 

 (6)  参考（令和８年度に別契約での委託を想定している業務） 

(ア) システム開発 



(イ) 中継サーバ構築 

(ウ) GIS mini構築 

(エ) ハードウェア設定、インフラストラクチャ構築 

(オ) システムテスト 

(カ) 運用テスト支援 

(キ) 教育（操作研修） 

(ク) 現地設置調整 

(ケ) 本稼働立会い 

(コ) プロジェクト管理 

(サ) 運用保守計画の策定 

 

７ 令和７年度の成果物（例） 

 (1) 履行計画書 

 (2) 次世代消防業務システム要件定義書、トレーサビリティ表   

  (3) 次世代消防業務システム基本設計書、トレーサビリティ表   

 (4) 次世代消防業務システム詳細設計書、トレーサビリティ表  

 (5) 機器等賃貸借（購入）仕様書 

 (6) 次世代消防業務システム機能一覧 

 (7) プロジェクト管理報告書、成果報告書   

 

８ 条件 

  ネットワーク構成図案のとおり、次の項目をすべて満たすこと。 

(1) 指令系システムとのデータ連携を必須とすること。 

(2) 横浜市電子申請システムとの API連携を必須とすること。 

(3) クラウド環境でのシステム構築を必須とすること。 

(4) YCAN（横浜市行政情報ネットワーク）及び多要素認証によるインターネットからの

アクセスを必須とすること。 

  



＜ネットワーク構成図案＞ 

 

 

９ システム稼働予定月 

  令和９年１月 

 

10 参考資料 

  次世代消防業務システム基本方針 


